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アマゾンの森から年明けおめでとう 

内田 作 

 2006年の幕開けを皆様はどこで、どのようにお過ごしになられたでしょうか。このところ叫ばれている世界
的異常気象はエクアドルにもおよび、前年から続く深刻な水不足による野菜の高値が庶民生活に影響をあ
たえています。それでも年明けには雨も降りはじめ、高山特有の稲妻が連日、空を大きく切り裂き、大地に
雨を呼びこむようになりました。雨にうたれてミモザアカシアの花を枝にも地面にも咲かせています。いつも
散策する公園の木々も水分を吸い込んで新しい命をはぐくもうとする、その姿が愛しく、こんなには必死に
なって生きようとしていない私の心をゆさぶります。 

 さて、年の暮れから正月三日までエクアドル東部のアマゾ
ン地区で過ごしてきました。アマゾン川の支流の一つナポ川
をモーター付きカヌーで遡ること約２時間半。原生林の森が
今も残る場所に私たちの宿泊ロッジはありました。川岸は以
前にくらべると確かに人々の生活がふえており、この快適な
ロッジも果たして自然にやさしいロッジなのかと複雑な気持ち
でした。その論議はともかく、この場所にこれだけのものを作
った方たちには頭が下がります。これまでのアマゾン体験で
は、こんなに子供と老人に優しい気配りの行き届いたサービ
スは他では味わえませんでした。ここでは懐かしい顔ぶれと
も再会できて「また逢えたね。」と挨拶を交わしながら疲れた
体をいやすことができました。 

  

 なぜか私自身アマゾンの熱帯雨林に強烈に引かれる感性
を持ち合わせているようです。ジャングル入口のコカの町の
飛行場に降り立った瞬間から、私の体は普段意識したことの
ない細胞が動きはじめ、こんなにも体内に酸素が行き渡って
いなかったのか、と思うほど活性化します。起きたての細胞
をアンテナにして、周りを取り巻く命の鼓動に耳を澄ませば、
このアマゾンの森で生きていく強さは自分にはないこと、文明
という道具を身につけてでしか、命を保ち森とつき合う術はな
いことがわかります。なんと人間は脆弱な生き物であるか
を、この優しい森は容赦なく見せつけてくれるのです。 

  

  

  

  

  



  

 着いた晩が大晦日。湖畔の岬に集まってスペイン語でカウ
ントダウンしながら新年を迎えました。湖のほとりにはワニ、
ピラニア、コウモリ、そして多種類の虫たち、仰げば星座もと
けこむほどの満天の星と新月、地上では燃やされるのを待
つ人形（「古い年」と呼ばれる等身大の人形）・・・。天からも、
地からも、水からも、力強い息吹が押し寄せます。そんな中、
自分の鼓動の音だけが馬鹿に大きく響きだし、思わず私は
大きな森にむかって、「私もここにいます！」と叫んでしまいま
した。小さな小さな生命とはいえ、ただただいとおしい自分自
身をしっかり抱きしめてやり、「行く年」に刻まれた恵みを数え
つつ、神に感謝ながらの年越しでした。アマゾンの森から始
まった２００６年。アマゾンのとてつもない生命力と新しい息吹
に押し出されて「来る年」をまっしぐらにすすんでいきたいと思

っています。 

【内田 作さんのプロフィール】 
現在エクアドルの首都キトで観光事業に従事。キト日本人学校時代から「アンデスの声」のドラマ番組に
数々出演。父親は貿易会社取締役で、同放送の「エクアドルこの一年」に、母親は「お便りコーナー」に長年
出演。一家は在留邦人や日本人旅行者のよろず相談役となっている。 
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